
金
滞
古
政
志
巷
廿
八

を
表
門
跡
と
糾
し
、
京
を
御
宴
な
ど
呼
べ
る
故
な
り
。
州
名
跡
誌

に
、
凶
束
雨
掛
所
共
に
、
金
披
築
技
以
前
は
披
地
に
あ
り
し
を
、

m
A

永
十
一
年
各
‘今
の
地
に
移
郎
建
立
す
と
縦
た
れ
ど

割以
設
と
い
ふ
ベ

し。O
本
願
寺
別
院
来
歴

三
州
芯
陀
云
本
間
寺
西
末
寺
は
貞
享
二
年
の
由
来
住
区
、
往
昔
披
内

K
有
v
之
慮
、
一
E
退
陣
K
及
び
‘
共
の
後
利
家
卿
令
室
芳
明
骨
院
殿
よ

り
獅
陀
の
本
鈴
木
像
と
百
問
凶
方
の
寺
地
主
御
妓
越
に
て
被
v
下
、
再

建
仕
底
，
元
和
元
年
玉
来
院
殿
の
居
所
と
成
る
に
依
り
、
今
之
地

K

移
帥
押
す
と
あ
り
て
.
=
一州
志
K
も
此
の
由
来
記
を
引
諮
せ
り
。
平
次

校
や
る
に
、
共
の
背
披
内
に
あ
り
と
い
ム
は
、
所
間
尾
山
本
源
寺
の

甘や也
。
松
梅
持
闘
に

.
Ju首
圏
一
換
阪
の
時
、
本
願
寺
の
末
寺
を
建

つ
る
時
、
地
所
を
米
六
石

K
永
代
買
取
り
、

本
源
寺
と
名
付
く
。
と
見
h
，土
屋
義
休
の
金
城
隆
盛
私
記
に
、
親
鷲

上
人
三
世
嫡
孫
先
如
上
人
.
師
府
附
出
出
岡
武
中
北
陸
道
修
行
之
節
ゅ
世
図

一
寺
を
建

τ、
寺
鋭
を

盗 g.~
骨己 f~ 
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ミ寺~~型些I 
の 立
末此
寺山
有言云去
り kf 
て .
、と

在あ
えりm 0 
K ま
よた
り三

会
話
し
て
、
御
山
と
巾
し
左
ら
し
け
る
と
い
ひ
.
加
賀
古
蹟
考
に
は

世
か
せ
ら
れ
た
り
。
此
の
事
上
方
の
門
跡
へ
聞
え
け
れ
ば
、

n
E
は
門

跡
家
K
な
く
て
不
v
叶
本
命
也
。
乱
世
以
後
何
と
成
り
し
や
知
れ
ざ
る

出同
‘
幸
の
俄
申
刑
制
度
し
と
の
事
な
れ
ど
も
、
芳
容
夫
人
中
々
仰
同
心

た
く
て
治
さ
れ
十
。
御
他
界
以
後
此
の
本
命
を
ば
金
部
表
末
苛
照
凶

寺
へ
波
さ
れ
け
り
。
判
劫
品
も
山
陣
人
寺
耐
悲
行
の
時
、
此
一
々
を
利
常
卿

の
御
耳
花
立
て
け
れ
ば
‘
内

々
殺
ね
て
御
聞
及
被
ν
成
た
り
。
共
の
阿

問
陀
寺
へ
寄
進
成
さ
る
べ
し
と
て
、
そ
れ
ま
で
開
削
寺
後
の
惣
緋
の

端
片
岡
山
町
な
る
を
、
閉
山
悶
寺
へ
印
刷
は
り
、
今
は
寺
内
へ
闘
ひ
入
れ
た

り
と
、
荷
車
也
滅
人
諮
り
け
り
。
と
見
h
.
有
滞
武
貞
の
古
兵
談
磁
獲

抑
制
に
は
、
表
末
寺
の
本
傘
は
、
金
団
伸
城
本
丸
御
殿
は
背
の
御
堂
た

p

し
に
、
或
時
ω
品
帯
人
屋
根
裏
を
見
れ
ば
.
古
葛
絡
の
釣
上
げ
あ
る
を

見
付
け
、
品
性
人
慰
に
卸
し
て
明
け
見
れ
ば
、
阿
蹴
陀
の
的
問
也
。
芳
務

院
般
へ

上
ν
之
る
陀
、
御
悦
び
被
v
成
、
御
執
伽
堂
の
木
敏
陀
被
ν
成
御

秘
減
也
。
後
に
は
表
末
寺
へ
御
預
け
被
v
成
と
也
。
日
本
に
三
鉢
の
名

作
の
仰
像
也
。
と
い
へ
り
。

一
設
に
は
、
芳
春
院
殴
逝
去
の
後
、
照

国
寺
へ
御
笥
け
被
v
成
共
云
ム

om国
寺
は
表
山
本
寺
の
株
取
の
御
坊
た

る
放
医
、
諸
人
間
都
民
間
吉
田
凡
え
た
る
欺
と
あ
り
。
右
雨
続
い
づ
れ

正
設
な
ら
ん
。
芳
春
院
殿
は
元
利
三
年
七
月
逝
去
に
て
、
逝
去
後
陀

金
海
古
誌
志
巻
廿
八

八

本
願
寺
よ
り
小
立
野
山
の
尾
崎
K
道
場
一
宇
を
建
て
た
り
。
故
に
世

俗
尾
山
の
御
堂
と
都
し
、
ま
た
金
部
の
御
堂
と
呼
べ
り
と
。
天
正
問

年
の
頃
官
図
一
侠
大
将
共
よ
り
本
願
寺
へ
さ
L

げ
h

る
牲
簡
の
文
中

陀
、
於
“
み
品
部
御
堂
-
と
あ
る
是
也
。
と
い
へ
り
。
又
一
旦
中
絶
退
部
と

い
へ
る
事
は
、
天
正
八
年
間
三
月
尾
山
落
城
の
時
を
い
へ
り
。
三
州

志
隣
接
除
考
K
.
此
の
時
守
将
松
永
丹
波
を
初
め
防
撃
奮
闘
す
れ
ど

も
守
る
に
堪
へ
宇
。
悉
く
絞
死
す
。
依
っ

τ‘
本
卸
寺
・耐
山
桝
寺
官
松

林
坊
接
口
問
山
坊
等
城
主
佐
久
間
玄
蒋
に
問
問
へ
て
去
る
と
あ
り
。
さ
て

共
の
後
披
訟
に
再
建
せ
し
は
天
正
十
五
年
な
り
。
貞
享
二
年
の
由
来

舎
に
、
符
如
上
人
の
時
、
天
正
十
五
年
に
笛
地
末
寺
建
立
、
御
城
後
“

町
K
悲
ν
之
。
利
家
卿
御
代
只
今
末
寺
安
値
之
阿
粥
陀
木
例
御
城
内
K

在
ν
之
、
御
斑
之
上
末
寺
陀
建
也
候
桜
に
、本
寺
陀
被
=仰
逝
↓
と
あ
り
。

此
の
仰
像
は
則
ち
往
昔
城
内
本
丸
の
地
に
あ
り
し
本
政
苛
の
本
館

也
。
関
屋
政
容
の
古
兵
談
に
云
ふ
。
金
津
披
内
本
丸
の
府
間
は
、
下

間
法
橋
の
時
の
御
堂
を
共
臨
時
叫
聞
に
用
ひ
て
、
利
中
部
卿
の
時
ま
で
有

り
た
り
。
或
時
利
家
卿
駅
間
の
上
を
御
覧
あ
る
陀
.
菰
陀
包
み
た
る

物
棟
木
忙
結
付
け
て
あ
り
。
何
や
ら
ん
と
下
し
て
御
覧
あ
る
に
、
阿

摘
陀
の
像
也
。
芳
春
夫
人
共
由
問
召
し、

御
所
笠
あ
り
て
特
例
堂
氏

彼
の
本
命
を
下
げ
渡
さ
れ
た
る
な
れ
ば
、
貞
享
二
年
の
由
来
舎
に
紀

減
せ
し
本
傘
俳
の
趣
意
等
も
過
聞
な
る
べ
し
。
務
組
利
家
卿
建
て
ら

れ
し
制
札
潟
。

者会

-
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本

願

寺

末

唱

て
山
首
靖
会
下
向
之
外
見
物
人
い
り
と
む
事
。

て

虫
日
開
制
。
道
具
竹
木
以
下
に
付
て
非
分
申
か
く
る
事
。

て

土
叶
内
狩
門
前
肢
昨
日
論
狼
新
之
事
。

附
.
ひ
る
ね
仕
事
。

京
此
M

K
若
迷
ロ犯
之
一
族
有
ν
之
者
、
竪
可
ν
底
=
非
科
目
者
也
。
的
如
v
件
。

文
称
=
一年

文

月

日

判

三
州
志
K
引
殺
せ
る
由
来
記
陀
・上
寺
地
を
減
法
k
m附
る
出
峰
、
一
光
和
元

年
玉
泉
院
肢
の
居
所
と
成
陀
依
て
今
の
地
へ
移
倒
す
と
あ
り
。
=一州

名
跡
誌
に
は
究
永
十
一
年
今
の
地
へ
移
郎
と
す
。

O
別
院
立
花
曾

西
東
南
別
院
共
に
毎
年
七
月
七
日
は

御
花
揃
と
稿
し
.
立
花
曾
あ

り
て
、
金
川
町
市
中
は
勿
論
、
都
方
の
邑
民
男
女
参
荷
す
る
者
移
し
。

明
治
改
勝
以
後
は
八
月
一
日
を
式
日
と
す
。
此
の
立
花
合
の
起
阪

は
い
ま
だ
静
か
な
ら
宇
。
改
作
所
持
幽紀

K
.
延
賞
二
年
丸
月
・寸
九

九




